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著 者 等 ノ・Squalin注 射 後 二、 其 ノ尿 及 流血 内 一

出現 スル攣 異 性 結 核 菌 二 關 シテノ・、 既 二其 ノ詳

細 テ本誌 上二嚢 表 シタ。 爾 來 、 之 二關 スル實 験

テ経 纏 中 ナ ル ガ、Squalin注 射 後 一出現 ス ル憂

異 性結 核 菌 ノ・、 既述 ノ如 久 其 ノ染 色上 二 於

テ、或 ノ・形 態 上 二到 リテ、 殆 ド端 悦 ス可 ヵ ラザ

ル程 度 二多様 性 ヲ示 入。 弦 二報 告 ス ル尿 中 二現

出 スル攣 異性 結 核 菌 株 ハ是 等 種 々雑 多 ナ ル菌 株

ノ内、 特 二非抗 酸 性墜 球 状 ノ モ ノ・デ アル。 斯 力

ル攣 異 状 テ呈 ス ル モ 〃 ・、Squalinノ 物 理 學 的

性 歌 ガ或 ル範 園 内 二属 スル モ ノデ アル ト、 之 ラ

或 ル量 二於 テ結 核 患 者 二注 射 ス レバ、 注 射 後 ノ

尿 中 二於 テノ・、 殆 ド100%二 近 ク出 現 ス ル。 是

ト同 時 二、 多 数 ノ結 核 患 者 ノ尿 テ仔 細 二検 鏡 ス

ル時 ノ・、 自然 ニ モ斯 カ ル形 態 ノ攣 異 性 結 核 菌 株

ト思 ハ ル ・モ ノテ往 々認 メル。 是 等 二關 スル 實

験 ノ大 要 テ記 述 スル。

(1)結 核患者尿中二出現スル非抗酸性隻球菌 二關スル賓験

尿 ノ細 菌 検 出 法 ノ・、 既 二記 載 シタ前著 ノ方 法 二

糠 リテ行 ツ タ。或 ル程 度 二酸 化 機 講 ノ進 展 セ ル

鮫 肝 油 テ、 既 二公報 セ ル ガ如 キ種 々 ナ ル要 項 二

充 分 ナ ル注 意 テ彿 ツ テ、 減 歴 蒸 鯛 法 ノ下 二得 タ

ルSqualinノ 或 ル量(0.3～0.5cc)テ 結 核 患 者 二

注 射 ス ル時 ノ・、 當 該 患 者 注 射後 尿 中 ニー 定 期 間

内、(多 クノ・24時 以 内)非 抗 酸 性 隻 球 菌 状 テ呈 ス

ル攣 異 性 結核 菌 テ出 現 スル。 斯 カルSqualinノ ・

大 禮 二於 テ其 ノ 物 理 學 的 性 状 ノ2,3テ 掲 グ レ

バ、 屈 折 卒(n召)1・4960～1・4965,比 重(dl`1♪

0.8560～0.8580蒸 貧留沸 黒～258。～264℃(3mm

Hg)ラ 示スモノデアル。

斯 クノ如 クニシテ得 タル攣異性隻球菌 ノ1株 ラ

純梓二細菌學的二分離培養 シ、系統的二細菌學

上 ヨリ、動物實験乃至ノ・血清學的二行ヘル實験

ノ経路、結果等ラ弦二克明二記載 シ、此 ノモノ

ノ・純然 タル攣異性結核菌株 ノー種 二屡 スルモノ

ナルコトテ立詮 スル ト共二、余ノ・既二前著二於

テ極力強調 セル結核菌 ノ多様性攣異問題 二關ス

ル補助的一知見 トナ シ、世 ノ有識者 ノ甚深 ナル

注意テ喚起 シタイ。以下實瞼 テ述ベル。

吉田28歳 ♂ 右側上葉鎖骨下早期浸潤性肺結
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核 及 早 期 室 洞形 成、 喀 血、 喀 疾 内 結 核 菌G3

K.K.-R(柵)

14VI.1937,SqualinO.5cc筋 肉 内注 射 、 其 ノ

2,3物 理 學 的 性 状 ノ・次 ノ如 シ。

(n器11.4962(diflO.8568蒸 貧留沸1貼2'・8℃(3

mmHg)。

注 射前 尿 所 見:著 色 中等 度 、 輕 度 二漏 濁、 弱 酸

性 、 細 菌禮 テ認 メ ズ。

注 射 後尿:

注 射 後3時 間 目:著 色 前尿 一比 シ甚 ダ薄 シ。 中

等 度 澗 濁 。弱 「アル カ リ」性 。チー ル ・ガ〈㍉ ト染

色 上 、 非 抗 酸 性 青染 スル饗i球菌 テ卒 均 各 覗 野 毎

二撒個 テ認 ム
。 牛 月状 乃 至 ハ腎 臓 形 テ ト リ、 其

ノ凹 側 面 テ相 封 シテ抱 キ合 フ歌 態 ノ・、 宛 然 、 淋

毒 菌 ノ ソ レ ト酷 似 ス。 グ ラム氏 法 ニ テ染 色 スル

時 ノ・陰 性 デ、 寧 ロ球 菌 テ2個 寄 セ合 セ タル ガ如

ク見 ユ。 無 菌 的 二探 取 セル尿 ノー 部 テ普 通寒 天

斜 面培 地 二注 ギ 入 レ、 血 温 こ 貯 臓 ス。24時 間

後 、集 落 藪 個 テ認 ム。 何 レモ同様 ノモ ノデ、 周

縁 正 、 扁 卒 、 漁 性 、 白色 デ チー ル ・ガベ,ト 染

色 検 鏡 スル ニ青 染 墜球 菌 。

注 射 後24時 間 目:

3時 間 目 二比 シ菌 数 遙 二勘 ク、 且 ツ尿 ノ著 色 性

モ注 射 前 ト大 差 ナ シ。 弱 酸 性 、 輕 度 二潤 濁 。

注射後24時 間目血液寒天扁李板培養。

豫 メ加温溶解 セシノタル普通寒天培地 ヲ囁氏約

500Cト ナ シ、 無菌的二静脈 ヨリ探血、 其 ノ約

2ccテ 寒天培地(約5cc)二 注加 シ、混和後滅菌

「シャー レ」内二扁卒板培養 トナシ血温 二保 ツ。

60時 間後聚落4個 テ認 ム。 凡テ培地 ノ表面 二

瑳育 ス。

聚落第1;周 縁正、漁性、中心部梢 く隆起、縁邊

梢 ≧菲薄、 「ピンク」色テ呈ス、チール・ガベ,ト

染色上青染セル桿菌 ト球菌 テ混在 ス。

聚落第2:周 縁部梢 蒐不整、 漁性、淡帯黄 白

色、頗ル多様性 ノ青染穎粒、球菌、墜球菌、四

聯球菌等混在 ス。

聚落第3:周 縁正、扁卒、漁性、白色、青染墜

球菌。

聚落第4:周 縁正、梢 く牛球状隆起、漁性、淡

榿黄色、青染穎粒性微細桿菌。

以上血液培養上二得 タル聚落第3及 第2二 混在

セル墜球菌ノ・、尿中二出現 セル墜球菌 ト検鏡上

全 ク同形 犬 第3聚 落ハ其 ノ肉眼的外観二於 テ

モ全 ク尿中ヨリノ聚落 ト同様 デアル。

弦二於 テ、余ハ尿中ヨリ分離培養 セル青染愛球

菌株テ以テ爾後 ノ實験二供 スルコ トシ・タ。

(II)非 抗酸性隻球菌ノ培養實験

尿 中 ヨ リ分 離 培 養 セル非 抗 酸 陞隻 球 菌 二封 シテ

爾 後 培 養 實 験 テ行 ヘ ル大 要 ノ・次 ノ通 リデ アル。

(A)普 通 寒 天培 地:日 時 ノ経 過 二連 レテ次 第 二

黄 色 ノ調 ガ著 明 トナ ルn培 養1週 日 目 ノ モ ノテ

乏==2ヒ ・土 二主 ゼ ン染 色 テ行 ヒ検 鏡 スル ニ、 悉

ク青染 スル隻 球 菌 。 グ ラム染 色 デノ・、 悉 ク製i球

菌 ナル モ、 大 小 ノ差 ガ著 明 デ アル。 大 ナ ル モ ノ

ノ、陽 性 、 小 ナ ル モ ノノ・陰 性。 ム,フ 染 色 デノ・、

悉 ク陰 性 テ呈 ス。 此 ノモ ノテ、1週 日位 ノ間 隔

デ移 植 子累 ヌ ル ト、 菌 膿 ガ次 第 三縮 小 シテ青染

ス ル軍 球 菌 状 トナ リ、 更 ニー層 微 細 ナル 青染 穎

粒 状 テ示 スニ至 ル。

舷 二参 考`ト シテ余 ノ考 察 テ附記 シテ置 ク。 余 等

ノ・就 二前 著 二於 テ、 結 核 菌 ノ攣 異 形 ト シテ、 英

碗 豆 状 或 ノ・提 灯 状 ト形 容 スベ キ楕 圓 形状 二著 シ

ク膨 大 セ ル菌膿 ノ雨 端 二濃 染 スル ノ・爾 極 ラ有 ス

ル モ ノガ甚 グ屡 ㌃出現 シ來 ル コ トラ記 載 シタ
。

斯 カル慶 異 形 ノ生 ズ ル コ トニ封 シテ、余 ノ・此 ノ

攣 異性 墜 球 菌 株 ラ ペ トロ 之 氏 培 地 二移 植 シ、

秘 ナル培 養 期 間 二於 テ観 察 シタル ニ、 此 ノ讐

球 菌 状 ノモ ノ ・周 圃 二細 胞 原 形 質 様 ノ モ ノガ次

第 二檜 加 スル ト共 二、 當 初 ノ墜 球 菌 ニー 致 シタ

細 胞核 二匹 敵 スル モ ノへ 次 第 二雨 極 二移 行 ス

ル コ トニ ヨ ツ テ前 述 ノ如 キ攣 異 形 弓嚢 生 スル モ

ノ ア アル コ トテ明 ニ スル コ トガ出 來 タ
。 即 チ圖

示 ス レバ、rJ(0>(Q)0ノ 如 ク移 行 シテ出
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來 上 ル。 故 二此 ノ墜球 状 ノ モ ノノ・殆 ド細 胞 核 ノ

ミガ湘 封 シテ存 スル駄 態 デ、 原 形 質 ノ・殆 ド萎縮

シテ清 失 二近 イ有 様 デ ァ ラ ウ。

(B)「 グ リセ リ ン」「アル カ リ」卵 黄 水培 地。

良 ク登 育 スル モ培 地 ハ容 易 二潤 濁凝 固 セ ズ。菌

罷 ノ・著 明 二大 小 不 同 トナ リ、 或 ハ穎 粒 歌 テ呈 ス

ル モ ノラ混 在 スル コ トア リ。 之 テ累代 移 植 テ重

ヌ ル モ、 容 易 二抗 酸 性 トナ ラズ。 甚 ダ窄 二抗 酸

性 穎 粒 ラ少 撒 二混 在 スル コ トア リ。

(C)ペ トロッフ氏培 地:

普 通 寒 天 培 地 二登 育 セ ル モ ノ ラ 「グ リセ リ ン」

「ア ル ヵ リ」卵 黄 水培 地 二移 シ、 更 二此 ノ モ ノヨ

リペ トロ ヅフ氏 培 地 二移 植 シタル モ ノノ・、 登 育

良 好 デ、 漁 性 デ豚 脂様 光 澤 テ有 ス。 次 二帯 黄 白

色 、 検 鏡 上頗 ル多 染 色 性 デ、 且 ツ 多 様 性 デ ア

ル。 チー ル ・ガ ベ.,ト 染 色 デハ濃 淡 各檬 ノ青染

菌 、 紫乃 至 黒 色 二近 イ カ或 ハ薄 赤 色 テ呈 ス モ ノ

モ アル。 菌 形 一 至 ツ テノ・、 全 ク 各種 細 菌 禮 ノ

「レ ビュー」ノ如 キ観 ガ アル 。 穎 粒 、 球 菌 、 桿菌 、

蟹ヨ求菌 、 四聯 球 菌 、 酵 母 菌 檬 大 球 菌 、等 檬 々 デ

ァル。 グ ラム染 色 デ ノ・、 陽性 及 陰 性 混 在 ス。

ペ トロ ヅフ氏 培 地 二累 代 移 植(凡 ソ1ケ 月 目 二)

シテ、10数 代 二到 ル モ、抗 酸 性 菌 ノ純 培 養 等 ハ

得 ラ レヌ。 只時 トシ テ チー ル ・ガベ ヅ トデ赤 染

ス ル穎 粒 或 ノ・球 菌 テ稀 二認 ムル ニ過 ギ ズ。 或 ハ

時 ニー 旦 甚 ダ多様 形 テ示 ス ニ至 レル モ ノテ、 更

二移 植 スル ト、 殆 ドー 定 シタ隻 球 菌 ノ ミ トナ ル

コ トモ アル。 本 培 地 二代 テ重 ヌル ト、 次 第 二暗

褐 或 ノ・暗 赤 色 ノ調 ガ著 シク ナ ル。

(D)「 グ リセ リ ン」肉汁 培 地:

登 育 ハ ソ レ程 良 好 デ ナ イ。 均 等 二培 地 ガ泪 濁 ス

ル。 液 面 ニノ・容 易 二登 育 シナ イ。

(m)非 抗酸性菌隻球菌ノ血清學的實験

チー ル ・ネー ル ゼ ン氏 法 ニ ヨ リ青染 スル隻 球 菌

ノ普 通 寒 天培 地 二登 育 セ シメ タル菌 禮 テ生 理 的

食 盤 水 ニ テ俘 游 液 トナ シ、 結 核 患 者 血 清 二 就

キ凝 集 反 慮 テ試 ミル ニ、 凝 集 償 ノ高 度 ナ ル モ ノ

ハ 、撒 千 倍 稀 繹 ラ示 ス コ トガ往 々 アル ガ健 康 者

ト思 ノ・ル ・モ ノニ モ相 當 ノ凝 集 贋 ラ示 ス。 此 ノ

モ ノ テ直 二抗 元 トシテ普 通 ノ術 式 ニ ヨツ テ補 盟

結 合 反 慮 テ行 フモ、 殆 ド抗 元 性 テ認 メ ヌ ガ、普

通 寒 天 ヨ リ「グ リセ リン」「アル カ リ」卵 黄 水 二移

シ、更 二此 ノ モ ノ ヨ リペ トロ ヅフ氏 培 地 二移 植

シ、 再 ビ逆 二、 ペ トロ.フ 氏培 地 ヨ リ 「グ リセ

リ ン」「アル カ リ」卵 黄 水 二移 シテ 菌 ヲ 爽 育 セ シ

ムル ト、菌 ノ・驚 ク可 ク多 形 性 デ、 大部 ハ青 染 ス

ル ガ窄 二赤 染 ス ル 細 菌 膿 テ 認 ム。 斯 カ ル モ ノ

テ抗 元 トス レバ、 從 來 ノ術 式 二依 ル補 膣 結 合 反

慮 ニ テ モ、 結 核 二封 シテ 相 當 ナ ル特 異 性 ラ現

ス。又、普通寒天二登育セル菌盟ニテモ、之 ラ

乾燥 シテ所謂K.K.-R法 二依 リ補禮結合反慮 テ

行 フ時へ 結核 二封 シテ相當強 イ特異性テ示 ス。

S.T.菌 乾燥粉末二依 ル陽性率テ100%ト 假定ス

レバ、凡 ソ其 ノ牛分程度 二陽性 テ呈 ス。

以上 ノ實験 二來 リ、此 ノ非抗酸性墜球菌ノ・、血

清學的方面 ヨリ観ルモ、結核 二封 シテ特異性テ

呈スモノ即チ結核菌 ノ1攣 異形 二屈 スルモノト

首肯セザルテ得ナイ。

序 二弦二述べテ置 クガ、斯 カル墜球状二攣異 セ

ルモ ノテ、更二結核菌株 二封 シテ不適當ナル培

地二移植テ重ヌルコ トーヨツテ、一層典型的結

核菌 ヨリ其 ノ形態性状ガ隔絶 シテ來ルガ、適切

ナル培地ナ レバ、次第二培地上二於 テモ、其 ノ

形態、性状等 ガ典型的結核菌 二接近 シテ來ルコ

トニ就 テノ・從前二於 テ既二設示 シタ。

(IV)非 抗酸性隻球菌状愛異性結核菌二關スル動物實験

前述 スルガ如 ク、余 ノ得 タル愛球菌ハ血清學的

方面 ヨリ考察スルモ、典型的結核菌 ヨリ攣異 シ

タル結核菌ノ1株 ナルノ・明白ダガ、之 ラ培地上

ニ テ原 形 タル 典型 的 有 毒 性 結 核 菌 二還 元 セ シム

ル コ トノ・余 ノ行 ツ タ範 園 デノ・、 不 可 能 デ ァル。

線 ジテSqualin注 射 後 、 生 膿 丙 二於 テ慶 異 セ ラ



第8號 】 鴻 上=結 核患者尿中 二現ル ・璽 異性結核菌 二就 テ ノ補遺 1061

レ タル 菌 株 ハ 試 験 管 内 一 於 テ、 其 ノ 形 態及 毒

性 力 テ所 謂Koch氏 ノ典 型 的 結 核 菌 トナ ラ シム

ル ハ不 可 能 デ アル コ トノ・前 著 二於 テ モ既 二設述

シ タ慮 デ アル。 抑 々、 結 核 菌 ナ ル モ ノノ・、所 謂

Koch氏 結 核 桿 菌 ガ果 シテ始 元 的 ノモ ノデ アル

カ否 カ モ余 ニノ・分 ラナ イ。 生 活 環 ガ圓 周 テ叢 イ

テ終 始 スル トス レバ.何 レガ始 メ カ、 何 レガ終

リカ見當 ガ ナ ィ。 從 ツ テ還 元 スル ト云 フ言 葉 モ

ドウ カ ト思 フ。 所 謂 典 型 的 結 核 菌 ガ青 染 スル穎

粒 歌 トナ ツ タ時 ノ・、 眞 ノ還 元 デ アル カモ知 レナ

イ。 此 ノ貼 二關 シテノ・、結核 菌 ナ ル モ ノ ・一 髄 、

始 元 的 ノモ ノガ 何 レニ アル カ ト云 フ コ ト テ 決

定 ス ル コ トガ凡 テ テ解 決 スル鍵 デ アル。 逡 憾 乍

ラ、本 問題 ノ・容 易 二解 決 出來 ナ イ。絵 談 ハ サ テ

置 キ、 余 ノ得 タ ル非抗 酸 性 漿 異 性 結核 菌 ナ ル モ

ノハ,試 験 管 内 二於 テハ其 ノ毒 性 力 ハ愚 力、形

態 及 染 色状 態 ス ラ モ典 型 的 ナ從 來 周 知 ノ結 核 菌

二接 近 セ シム ル コ トガ出來 ナ イ。 弦 二於 テ、 余

ハ最 モ徹 底 的 デ アル動 物 實 験 ニ ヨ ツ テ本 問題 テ

解 決 セ ン ト企 テ タ.以 下其 ノ経 路 テ要 記 スル。

第1代 接 種:

3!V皿、1937前 記尿 中 ヨリ純培養 セノレ非抗酸性墜球菌

様 ノ普通寒天培養3日 目 ノモ ノヲ海6冥1600～1602號

二至ル3頭 ノ右側腹部皮下二各1110mgヲ 接種 ヌ。

海猿1600號 燈重3599

261VII、37撲 殺、燈 重2209

所見.局 所 鼠瞑部淋巴腺及 ビ 共 ノ周園贋 汎 二亙 リ、

強度 二充血 シ、敬個米粒大 二腫脹ス。肝臓二帯黄 白色

極 微細 ナル斑 貼散在ス。脾臓稽 く血量 二富 ミ腫大ス。

海狸1601號 髄重3759

26/V∬、37i撲殺、骨豊重2559

剖見所 見、大 髄1600號 二類 ス。

海猿1602號 盟重3229

26!V∬、37撲 殺、髄重2439剖 見所見、大鵬1600號

二等 シ。

第2代 接 種:(猿 海1603～1605號)

261VII、37前 記海狸1600號 ～1602二 至ル3頭 ノ局所淋

巴腺 及肝 、脾臓等 ヲ乳鉢 ニテ良 ク揺 リ潰 シ、生理 的食

盤水 ニテ乳刺 トナ シタル モ ノヲ滅菌濾過紙ニ テ濾 過

シ、 其 ノ濾 液 ノ極少量 ヲ右側腹部皮下 二接 種ス。

本 乳剤塗抹標本 ヲ乏二二座 ・力墜 ッ止 染色 ニテ検鏡 スノレ

ニ青染 スル願 粒 ヲ認 ム。

海狸1603艦 重2669171VM、37弊 死、髄 重1639

局所 淋巴腺極度 二廣範園 二亙 ッ テ 充血ス。籔個米粒

大 二腫大、肺臓充血、其他著愛 ナ シ。

海狸1604號 髄重2679171V皿 、37弊 死、 盟重1829

局所 淋巴腺及其周園 二 廣 ク充血甚 シ。 淋巴腺塗抹標

本 ヲ土=2z・ 力堅 喫±染色、槍鏡 上抗 酸性穎 粒、球菌

ヲ窄 二認 ム。肝臓、一般 二充血甚 ダシ ク塗 抹標本上

抗酸性穎 粒及球 菌、非抗酸性穎粒、球 菌等 ヲ相當多

激 二認 ム。

海狸1605號 盟重2719171VM、37撲 殺、髄重1699

局所淋巴腺輕度 二藪個腫大 シ、 前同様 甚 ダ シ 〃 充血

シ、塗抹標本上青染 ス ル 穎粒 ヲ多 倣二認 ム。肝臓 二

帯褐 白色 ノ小指頭大斑鮎 ア リ。該部 ノ塗抹標本上 ニ

モ亦同様 二非抗酸性穎粒 ヲ多藪 二認 ム。脾臓約3倍

大腫脹、血量 二富 ム。塗抹標本、同様 非抗酸性穎粒 ヲ

多籔 二認 ム。

第3代 接 種;(海 狸1606～1608)

171V皿、37海 猿1603及1604號 ノ肺、肝、 脾及淋巴腺

等 ヲ混 ジ揺 リ潰 シ、食盤水 ニテ「エ ムル ヂ オ ソ」トナ ジ

タル モ ノヲ少量 二右側腹部皮 下二接種 。

海狸1606膣 重25499/1X、37弊 死、饅 重1729

脾臓約2倍 大 二腫大、血量 二富 ム。塗 抹標 本上、抗酸

性及非抗酸性穎粒、球菌 ヲ少籔 二認 ム。肺臓虜 々二充

血竈 ア リ。抗酸性球菌及些球菌 ヲ少数 二認 ム。局所

淋 巴腺及其 ノ周園 二充血性炎症甚 ダシ、塗抹標本上、

抗酸性穎粒、球菌等相當 二認 ム。

第4代 接種:(海 猿1609～1611)

1111X、37海 猿1607及1608ノ 淋巴腺、脾臓 肝臓、肺

等 ノー部 ヲ混 ジテ揺 リ潰 シ、 食蠣水 「エ ムル ヂオ ソ」

トナセル モ ノヲ少量 二右側腹部皮 下二接 種。

海6冥1609號 髄 重27592!X、37弊 死 、燈重1639

局所淋巴腺敬個米粒 大 二腫大、充血性 炎症 甚 シ。塗抹

標 本上、抗酸及非抗酸性桿菌(肥 大 セル短 桿菌)ヲ 少

籔 二認 ム。肝、脾、肺臓等 二著愛 ナ シ。

海狸1610號 龍重302921X.37弊 死、燈重2079

剖見所 見・・大燈1609號 二同 ジ。

海狸1611號 髄重29592/X、37弊 死、髄重2109

剖見所 見大髄1609號 二同 ジ。

第5代 接 種:(海 猿1612～1614號)
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21X、37海 狸1609～1611二 至 ル3頭 ノ局所淋 巴腺、

脾、肝 、肺臓等 ノー部 ヲ混 ジテ揺 リ潰 シ、食 嘘水「エ

ムル ヂオ ソ」 トナセルモ ノヲ少量右側腹部皮 下 二 接

種 。

海猿1612號 髄重3109101X皿 、37弊 死、艦重3659

局所 淋巴腺輕度 一 腫 脹 シ、 充血紗 シ、検鏡上抗酸性

穎粒、球 菌、墜球 菌、 巨大短 桿菌 ヲ相當 二認 ムル外、

繊細 ナル典型的抗酸 性桿菌 ヲ認 ム。 其 ノ菌腔 ハ 多少

轡 曲ス。他 ノ臓 器二著攣 ナ シ。

海狸1613號 艦重293910/X皿 、37撲 殺、膣重3679

局所 淋巴腺輕度 二腫大 ジ、充血 セズ、検鏡 上抗酸性穎

粒 及肥大短桿菌 ヲ少倣 二認 ム。 其他 ノ臓器 二 著攣 ナ

シ。

海6冥1614號 燈重3199101X皿 、37撲 殺、燧 重3799

剖見所 見ノ・大膣1613二 同 ジ。

第6代 接 種:(海 猿1615～1617號)

101X皿、37第5代 接種海狸3頭 ノ局所 淋巴腺、肝、脾、

肺臓等 ノー部 ヲ混 ジ揺 リ潰 シ、食鞭水 「エ ムル ヂオ ソ」

トナセルモ ノヲ少量右側腹部皮 下二接 種ス。

海6冥1615號 艦重293910!ll、38撲 殺、膣 重4239

局所淋 巴腺数個米粒 大 二 腫大 シ、充血 ヲ認 メ ズ。2

枚 ノ載 物硝 子間ニ テ揺 リ潰ス ニ甚 ダ強靭 デ、中央部 二

多少 乾酪攣 性部 ヲ認 ム。検鏡上典型 的抗酸性桿 菌 ヲ

少数 二認 ム。 肺臓 二施 々 充血竈 アル モ 典型的結核病

攣 ヲ認 囲 ズ。脾 臓 ・・約3倍 大 二腫大 シ、血景 二富 ミ、

典型 的粟粒 結節 ヲ相當多数 二認 ム。検鏡上、典型 的

抗酸性桿菌 ヲ認 ム。其他 ノ臓器 二著愛 ナ シ。

海5冥1616號 趨 重297910/11、38撲 殺、膣重4179

剖見所見 ・・大盟1615號 二同 ジ、但 シ此 ノモ ノ;一・・肺

臓 ニモ2,3典 型 的結 核結 節存在 ス。

海瞑1617號 髄重303910/11、38撲 殺、 燈重4209

局所淋 巴腺薮 個精 ζ腫 大 シ、 抗酸性桿菌 ノ外 二少鍛

ノ抗酸 性穎粒 ヲ認 ム。肺臓ニノ・虜 々二小 ナ ル 充血竈

アルモ、典型的病愛 ヲ認 メ ズ。 脾臓 ハ 稽 く血量 二富

ミ、約2倍 大 二腫 脹スル モ、典型的病攣 ナ シ。

以 上直接 累 代 通 過 實 験 一ヨ リ、 余 ノ・此 ノ 非 抗

酸 性 愛 球 菌 ハ 結 核 菌 ノ攣 異 株 二 属 スル モ ノナ

ル コ トテ立 謹 シ得 タ リ ト信 ズ。 既 二 前 著 二於

テ、 種 々 ナ ル攣 異 性 結 核 菌 ガ、 直 接 海 猿 累 代 通

過 ニ ョ ツ テ、 典 型 的 結 核 菌 トナ ル際 二詳 記 セル

ガ如 久 攣 異 性 結 核 菌 株 ガ海 狼 盟 内 二於 テ次 第

二徐々一典型的結核菌 トナ リ、更二臓器 二典型

的結核病攣 テ惹起 スルニ至ル時ハ、先 ヅ局所淋

巴腺二於 テ、次第二接種 ノ代 テ累ヌルニ從 ヒ、

其 ノ染色状態拉二形態等 ガ典型的結核菌二近寄

リ、最後 二典型的抗酸性桿菌 テ謹明スルニ至

リ、次 デ他 ノ臓器 ニモ,典型的結核病攣 テ形成 ス

ルモ ノデ、斯 カル累代通過實験 ノ過程 ノ姿態 テ

凝覗 シ熟慮 ラ続 ラセバ、何人 ト錐 モ眞 ノ還元ナ

ル コトテ拒 ミ得ナイ。

又攣異性結核菌 ガ、徐 々二海狽髄 内ニテ典型的

結核菌 トナル際ノ・、多 クノ場合、當初 ノ接種時

代ノ・、局所 ノ淋巴腺及其 ノ周園廣汎ナル範園二

亙 ツテ充血性炎症 テ惹起 スル、試獣 ノ禮重ハ封

照獣 ヨリモ減耗 ノ程 ガ甚 ダシイ。次第二接種 ノ

代 ラ累ヌルニ從 ヒ、局所淋巴腺及其 ノ周園二登

來 スル充血性炎症 ノ徴 ガ減弱 シ、該部 二典型的

抗酸性菌テ謹明 スル頃ノ・、殆 ド充血 テ認 メナク

ナル。試獣 ノ艦重モ充血性炎症 ノ程度 ガ減少 ス

ルニ連 レテ・反封 二封照獣 ヨリモ遙 二檜如 スル

傾向ラ示 ス。

次 二既二述 ブルガ如 ク,Squalinノ 物理學的性

状 ガ或 ル範園内ニアルモノノ・、之 テ注射 スルコ

トニ因ツテ、殆 ド結核患者 ノ大多数(100%二 近

イ)二於 テ、注射後 ノ尿中 二非抗酸性墜球菌 ラ

現出 シテ來ルガ、注射前尿 二於 テモ斯 カル細菌

艦 テ認 ムル コトガアル。余ハ過去数年間二亙ツ

テ多撒 二行 ツタ結核患者 ノ尿所見 ヨリ大禮 二見

テ、結核患者 ノ約15%位 二於 テ、 斯カル細菌

匿テ自然的ニモ其 ノ尿中二登見 スル。特 二豫後

ノ良好 ナル肺結核及漿膜性結核 ノ尿中ニノ・屡 ≧

認 メル。而 シテ尿中二現ル ・非抗酸性隻球菌状

攣異性結核菌ノ・、殆 ド悉 ク細胞外 二在 ツテ初 メ

ノ・2二乳ム陰性 デァル。散在的ナル ト相集籏 シテ

存 スル場合 トガアル。又、其 ノ大 サニ於 テノ・大

禮二大、中、小 テ魑別 スルコトガ出來ル。大ナ

ルモ ノへ 恰モ淋毒菌 ト同大 デアル。殆 ド大多

数ノ・、牛月状 ノ凹面 ラ相封峙 シテ抱 キ合ヘルガ

如キ形態 デアルガ、時 二小ナル輩球菌 テ2個 接

合 セシメタルガ如キ親テナスモノアリ。
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結 論

結 核 患 者 二封 シテSqualinテ 注 射 後尿 中 二現 ル

ル攣 異 性 結 核 菌 ノ・、 形 態 的 ニ モ亦 染 色 的 ニ モ甚

ダ 多様 性 テ示 ス ガ、 特 二Squalinノ 物 理學 的性

状 ガ或 ル範 園 内 ニ アル モ ノテ注射 スル コ トニ因

ツ テ.結 核 患 者 ノ殆 ド100%二 於 テ、 注 射後尿

中 二斯 カル攣 異 性 菌 ラ 検 出 スル。 又 是 ト 同時

二、 注 射 後 ノ時 間 的 關係 ニ ヨツ テ、 尿 中 二現 ル

ル モ ノ ト同様 ノ攣 異 性結 核 菌 テ血 液 寒 天扁 李 板

培 地 上 二聚 落 トシテ分 離 培 養 可 能 デ アル。 斯 力

ル尿 中 ヨ リ分 離 培 養 セ ル 非抗 酸 性 隻 球 菌 二就

テ、 著 者 ノ・,血清 學 的 方面 ヨ リ、或 ノ・海 瞑 二於 ケ

ル累 代 直接 通 過 實験 等 ノ結 果 ヨ リ、此 ノモ ノ ガ

明 カ ー典 型 的結 核 菌 ノ1憂 異状 ニ アル モ ノ ナ ル

コ トテ立謹 シ得 タ。 且 ツ斯 カ ル攣 異 性 結 核 菌 ト

同様 ノ モ ノガ、Squalin注 射 テ施 サ ・"ル結 核 患

者 ノ前 尿 中 ニモ往 々登 見 セ ラル ・コ ト(約15%

二於 テ)テ 認 メ タ。(昭 和13年6月30日 了稿)
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